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(57)【要約】
【課題】効率よく室内外を断熱でき、室内の結露を防止
できるとともに、室内外の温度差による召合内框の室内
側形材の反りを防止できるサッシを提供する。
【解決手段】室外１３側に位置する室外側形材４Ａと、
室内１４側に位置する室内側形材５Ａと、室外側形材４
Ａと室内側形材５Ａとの間に設けられて室外側形材４Ａ
と室内側形材５Ａとを連結する断熱ブリッジ材６Ａ，６
Ｂと、を有する召合内框３３Ａを備え、室外側形材４Ａ
の断面形状が、室内側形材５Ａの断面形状よりも小さい
ことを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外側に位置する室外側形材と、室内側に位置する室内側形材と、前記室外側形材と前
記室内側形材との間に設けられて前記室外側形材と前記室内側形材とを連結する断熱ブリ
ッジ材と、を有する召合内框を備え、
　前記室外側形材の断面形状が、前記室内側形材の断面形状よりも小さいことを特徴とす
るサッシ。
【請求項２】
　前記室外側形材は、煙返し部であることを特徴とする請求項１に記載のサッシ。
【請求項３】
　前記断熱ブリッジ材は、前記室外側形材と前記室内側形材との間に複数設けられている
ことを特徴とする請求項１または２に記載のサッシ。
【請求項４】
　前記断熱ブリッジ材は、見込み方向に対して斜めに対向する前記室外側形材と前記室内
側形材との間に設けられていることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載の
サッシ。
【請求項５】
　アルミニウムと樹脂の複合サッシであることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一
項に記載のサッシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引違い窓や上げ下げ窓のように召合框を有するサッシに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、引違い窓や上げ下げ窓の召合框のうち室内側に位置する召合内框は、室外側に位
置する室外側形材と、室内側に位置する室内側形材との間に断熱ブリッジ材が設けられて
いる（例えば、特許文献１および２参照）。このような召合内框は、室外側形材および室
内側形材がアルミニウムなどの金属を材料として形成され、断熱ブリッジ材がアルミニウ
ムなどの金属よりも熱伝導率の小さい樹脂などを材料として形成されている。
　そして、断熱ブリッジ材によって、室外の冷気が室外側形材から室内側形材へ伝導する
ことを抑制し、室内外を断熱できるとともに、室内の結露を防止できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－６５２４５号公報
【特許文献２】特開平７－２６８４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、召合内框は、室内外の温度差が大きいと、室外側形材が室外の冷気によ
って冷やされて収縮し、室内側形材が室内の暖気によって温められて膨張するため、室内
側形材に反りが生じる虞がある。
　そして、室内側形材に反りが生じることにより、室外側形材と室内側形材とが位置ずれ
し、召合内框の内部に室内外の空気の流路が形成されてしまう虞がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、効率よく室内外を断熱でき、室内の結露を防止できるとともに、室
内外の温度差による召合内框の室内側形材の反りを防止できるサッシを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係るサッシは、室外側に位置する室外側形材と、室
内側に位置する室内側形材と、前記室外側形材と前記室内側形材との間に設けられて前記
室外側形材と前記室内側形材とを連結する断熱ブリッジ材と、を有する召合内框を備え、
　前記室外側形材の断面形状が、前記室内側形材の断面形状よりも小さいことを特徴とす
る。
【０００７】
　本発明では、室外側形材の断面形状が、室内側形材の断面形状よりも小さいことにより
、室内外の温度差によって室外側形材が膨張し、室内側形材が収縮する際に、室外側形材
が膨張する力の方が、室内側形材が収縮する力よりも大きくなるため、室外側形材の膨張
に室内側形材を追従させることができる。これにより、室外側形材が反ることを防止でき
る。
　また、室外側形材の断面形状が、室内側形材の断面形状よりも小さいことにより、室内
側形材の断面形状と室外側形材の断面形状とが同じ場合や、室外側形材の断面形状が室内
側形材の断面形状よりも大きい場合と比べて、室外の冷温が室外側形材を介して室内側形
材へ伝わりにくい構造となるため、召合内框において効率よく室内外を断熱できるととも
に、室内の結露を防止できる。
【０００８】
　また、本発明に係るサッシでは、前記室外側形材は、煙返し部であることが好ましい。
　このような構成とすることにより、煙返し部である室外側形材の断面形状と、煙返し部
以外となる室内側形材の断面形状との大きさの差を大きくできるため、室内外の温度差が
大きく室内側形材が膨張した際に、この膨張に室外側形材をより追従させることができて
、室内側形材が反ることを防止できる。
【０００９】
　また、本発明に係るサッシでは、前記断熱ブリッジ材は、前記室外側形材と前記室内側
形材との間に複数設けられている構成としてもよい。
　このような構成とすることにより、断熱ブリッジ材は、室外側形材と室内側形材との連
結部分となるため、室外側形材と室内側形材とを確実に連結できる。
【００１０】
　また、本発明に係るサッシでは、前記断熱ブリッジ材は、見込み方向に対して斜めに対
向する前記室外側形材と前記室内側形材との間に設けられている構成としてもよい。
　このような構成とすることにより、室外側形材の断面形状の大きさと室内側形材の断面
形状の大きさとの差が大きく、また、室外側形材と室内側形材とが見込み方向に対向する
部分が小さい場合も、室外側形材および室内側形材に見込み方向に対して斜めに対向する
部分があれば断熱ブリッジ材を設けることができる。
【００１１】
　また、本発明に係るサッシでは、アルミニウムと樹脂の複合サッシであることが好まし
い。
　このような構成とすることにより、アルミニウムと樹脂の複合サッシにおいても、室外
側形材が反ることを防止できるとともに、召合内框において効率よく室内外を断熱できて
、室内の結露を防止できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、室外側形材の断面形状が、室内側形材の断面形状よりも小さいことに
より、室内外の温度差によって室外側形材が膨張し、室内側形材が収縮する際に、室外側
形材が膨張する力の方が、室内側形材が収縮する力よりも大きくなるため、室外側形材の
膨張に室内側形材を追従させることができる。これにより、室外側形材が反ることを防止
できる。
　また、室外側形材の断面形状が、室内側形材の断面形状よりも小さいことにより、室内
側形材の断面形状と室外側形材の断面形状とが同じ場合や、室外側形材の断面形状が室内



(4) JP 2015-194056 A 2015.11.5

10

20

30

40

50

側形材の断面形状よりも大きい場合と比べて、室外の冷温が室外側形材を介して室内側形
材へ伝わりにくい構造となるため、召合内框において効率よく室内外を断熱できるととも
に、室内の結露を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１実施形態によるサッシの一例を示す水平断面図である。
【図２】図１の室内側からみた正面図である。
【図３】第１実施形態による召合内框を説明する水平断面図である。
【図４】第２実施形態による召合内框を説明する水平断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
（第１実施形態）
　以下、本発明の第１実施形態によるサッシについて、図１乃至図３に基づいて説明する
。
　図１および図２に示すように、第１実施形態によるサッシ１Ａは、引違窓のアルミニウ
ムと樹脂の複合のサッシで、建物１１の開口部１２に固定されたサッシ枠２と、サッシ枠
２の内部に見付け方向（図中の矢印Ａの方向）にスライド可能に設置される室外側サッシ
障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂと、を備えている。
【００１５】
　室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂは、見付け方向に延在する上框３１
，３１および下框３２，３２（図２参照）と、上下方向に延在する召合框３３Ａ，３４お
よび戸先框３５，３５と、これらの框の内側に配置されるガラス３６，３６と、をそれぞ
れ有している。
　ここで、見付け方向のうち、室外側サッシ障子３Ａおよび室内側サッシ障子３Ｂが開口
部１２を閉鎖した際に室外側サッシ障子３Ａが配置される側を左側（図１乃至図３の左側
）とし、室内側サッシ障子３Ｂが配置される側を右側（図１乃至図３の右側）として以下
説明する。
　また、室内側サッシ障子３Ｂの召合框（召合内框）３３Ａ以外は、公知のものとして以
下説明する。
【００１６】
　図３に示すように、召合内框３３Ａは、室外１３側に位置する室外側形材４Ａと、室内
１４側に位置する室内側形材５Ａと、室外側形材４Ａと室内側形材５Ａとの間に設けられ
た第１断熱ブリッジ材６Ａ（６）および第２断熱ブリッジ材６Ｂ（６）と、室内側形材５
Ａの室内１４と対向する面を覆う樹脂カバー材７と、を有している。
【００１７】
　室外側形材４Ａは、召合内框３３Ａの略全高さにわたって鉛直方向に延在する形材で、
水平断面が中空の略長方形状の基部４１Ａと、煙返し部４２を構成する第１見付け片４３
および第２見付け片４４と、第１断熱ブリッジ材６Ａと係合する一対の第１係合片４５，
４５と、第２断熱ブリッジ材６Ｂと係合する一対の第２係合片４６，４６と、を有してい
る。これらの部材はアルミニウムを材料として押出成形によって一体に形成されている。
【００１８】
　基部４１Ａは、断面形状が略角筒状となるように構成され、側面がそれぞれ見付け方向
および見込み方向（図中の矢印Ｂの方向、図２においては紙面に直交する方向）を向くよ
うに配置されている。
　第１見付け片４３は、平板状に形成され、室外１３側の面が基部４１Ａの室外１３側の
側面と略面一となるように基部４１Ａから右側に向かって突設されている。
　第２見付け片４４は、平板状に形成され、基部４１Ａの右側の側面の見込み方向の中間
部に突設されている。第１見付け片４３と第２見付け片４４との間には、見込み方向に所
定の間隔があけられていて、この間には、室外側サッシ障子３Ａの召合框（召合外框）３
４の煙返し部の見付け片８１が挿入可能に構成されている。
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【００１９】
　一対の第１係合片４５，４５は、見込み方向に間隔をあけて配置されていて、基部４１
Ａの左側の面からそれぞれ略左側に突出する見付け片４５ａ，４５ａと、見付け片４５ａ
，４５ａの先端部からそれぞれ向かい合う見付け片４５ａ側に突出する爪部４５ｂ，４５
ｂと、を有している。
　そして、一対の第１係合片４５，４５は、これらの間に第１断熱ブリッジ材６Ａが配置
されていて、一対の爪部４５ｂ，４５ｂが第１断熱ブリッジ材６Ａに食い込み、一対の見
付け片４５ａ，４５ａが第１断熱ブリッジ材６Ａの側面を押さえ、第１断熱ブリッジ材６
Ａをかしめて挟持するように構成されている。
【００２０】
　一対の第２係合片４６，４６は、見付け方向に間隔をあけて配置されていて、基部４１
Ａの室内１４側の面からそれぞれ室内１４側に突出する見込み片４６ａ，４６ａと、見込
み片４６ａ，４６ａの先端部からそれぞれ対向する見込み片４６ａ側に突出する爪部４６
ｂ，４６ｂと、を有している。
　そして、一対の第２係合片４６，４６は、これらの間に第２断熱ブリッジ材６Ｂが配置
されていて、一対の爪部４６ｂ，４６ｂが第２断熱ブリッジ材６Ｂに食い込み、一対の見
込み片４６ａ，４６ａが第２断熱ブリッジ材６Ｂの側面を押さえ、第２断熱ブリッジ材６
Ｂをかしめて挟持するように構成されている。
【００２１】
　室内側形材５Ａは、召合内框３３Ａの略全高さにわたって鉛直方向に延在する形材で、
水平断面が中空の略長方形状の基部５１Ａと、第１断熱ブリッジ材６Ａと係合する一対の
第１係合片５２，５２と、基部５１Ａと一対の第１係合片５２，５２とを連結する連結片
５３と、第２断熱ブリッジ材６Ｂと係合する一対の第２係合片５４，５４と、を有してい
る。これらの部材は室外側形材４Ａと同様のアルミニウムを材料として押出成形によって
一体に形成されている。
　室内側形材５Ａは、室外側形材４Ａよりも大きな断面形状に形成されている。また、室
内側形材５Ａを形成する材料（本実施形態ではアルミニウム）の質量および体積は、室外
側形材４Ａを形成する材料の質量および体積よりも大きくなるように構成されている。
【００２２】
　基部５１Ａは、断面形状が略角筒状となるように構成され、側面がそれぞれ見付け方向
および見込み方向を向くように配置されている。
　また、基部５１Ａは、室内１４側の面に、断面形状が略Ｌ字状で樹脂カバー材７を係止
可能な第１樹脂カバー係止片５５が突設されている。第１樹脂カバー係止片５５は、基部
５１Ａの室内１４側の面から室内１４側に突出する見込み片５５ａと、この見込み片５５
ａの室内１４側の端部から右側に向かって突出する見付け片５５ｂと、を有している。そ
して、基部５１Ａと見付け片５５ｂとの間には空部５５ｃが形成されている。
【００２３】
　連結片５３は、左側の面が基部５１Ａの左側の面と面一と略面一となるように基部５１
Ａから室外１３側に向かって突設された板状の第１見込み片５３ａと、第１見込み片５３
ａと連続し第１見込み片５３ａの室外１３側の端部から右側に向かって突出する板状の見
付け片５３ｂと、見付け片５３ｂと連続し見付け片５３ｂの右側の端部から室外１３側に
向かって突出する板状の第２見込み片５３ｃと、を有している。
　第１見込み片５３ａと見付け片５３ｂとの連続部分は角部を構成していて、この角部に
は室外１３側に突出する板状で樹脂カバー材７を係止可能な第２樹脂カバー係止片５６が
設けられている。
　第２見込み片５３ｃに、右側の面に一対の第１係合片５２，５２が突設されている。
【００２４】
　一対の第１係合片５２，５２は、見込み方向に間隔をあけて配置されていて、連結片５
３の第２見込み片５３ｃの右側の面からそれぞれ略右側に突出する見付け片５２ａ，５２
ａと、見付け片５２ａ，５２ａの先端部からそれぞれ向かい合う第１係合片５２側に突出



(6) JP 2015-194056 A 2015.11.5

10

20

30

40

50

する爪部５２ｂ，５２ｂと、を有している。
　そして、一対の第１係合片５２，５２は、これらの間に第１断熱ブリッジ材６Ａが配置
されていて、一対の爪部５２ｂ，５２ｂが第１断熱ブリッジ材６Ａに食い込み、一対の見
付け片５２ａ，５２ａが第１断熱ブリッジ材６Ａの室外１３側および室内１４側の側面を
押さえ、第１断熱ブリッジ材６Ａをかしめて挟持するように構成されている。
　なお、室外側形材４Ａの一対の第１係合片４５，４５と、室内側形材５Ａの一対の第１
係合片５２，５２とは、離間していて、第１断熱ブリッジ材６Ａを介して見込み方向に対
向するように配置されている。
【００２５】
　一対の第２係合片５４，５４は、見付け方向に間隔をあけて配置されていて、基部５１
Ａの室外１３側の面からそれぞれ室外１３側に突出する見込み片５４ａ，５４ａと、見込
み片５４ａ，５４ａの先端部からそれぞれ向かい合う第２係合片５４側に突出する爪部５
４ｂ，５４ｂと、を有している。
　そして、一対の第２係合片５４，５４は、これらの間に第２断熱ブリッジ材６Ｂが配置
されていて、一対の爪部５４ｂ，５４ｂが第２断熱ブリッジ材６Ｂに食い込み、一対の見
込み片５４ａ，５４ａが第２断熱ブリッジ材６Ｂの左側および右側の側面を押さえ、第２
断熱ブリッジ材６Ｂをかしめて挟持するように構成されている。
　なお、室外側形材４Ａの一対の第２係合片４６，４６と、室内側形材５Ａの一対の第２
係合片５４，５４とは、離間していて、第２断熱ブリッジ材６Ｂを介して見付け方向に対
向するように配置されている。
【００２６】
　第１断熱ブリッジ材６Ａおよび第２断熱ブリッジ材６Ｂは、それぞれ召合内框３３Ａの
の略全高さにわたって鉛直方向に延在する部材で、室外側形材４Ａおよび室内側形材５Ａ
を形成する材料よりも熱伝導率の低い樹脂やウレタンを材料として形成されている。
　第１断熱ブリッジ材６Ａは、右側の端部近傍が室外側形材４Ａの第１係合片４５，４５
と係合し、左側の端部近傍が室内側形材５Ａの第１係合片５２，５２と係合している。ま
た、第２断熱ブリッジ材６Ｂは、室外１３側の端部近傍が室外側形材４Ａの第２係合片４
６，４６と係合し、左側の端部近傍が室内側形材５Ａの第２係合片５４，５４と係合して
いる。
　そして、第１断熱ブリッジ材６Ａおよび第２断熱ブリッジ材６Ｂは、室外側形材４Ａと
室内側形材５Ａとを連結し、室外側形材４Ａ、室内側形材５Ａ、第１断熱ブリッジ材６Ａ
および第２断熱ブリッジ材６Ｂは一体化されている。
　なお、室外側形材４Ａ、室内側形材５Ａ、第１断熱ブリッジ材６Ａおよび第２断熱ブリ
ッジ材６Ｂが一体化すると、室外側形材４Ａの第１見付け片４３および第２見付け片４４
が、室内側形材５Ａの基部５１Ａの右側の面よりも右側に位置している。
【００２７】
　樹脂カバー材７は、召合内框３３Ａの略全高さにわたって鉛直方向に延在する部材で、
室外側形材４Ａおよび室内側形材５Ａを形成する材料よりも熱伝導率の低い樹脂を材料と
して形成されている。樹脂カバー材７は、室内側形材５Ａの室内１４側に配置されて断面
形状が中空で略長方形状の筒部７１と、室内側形材５Ａの左側に配置されて筒部７１と連
続する板状の板部７２と、を有している。
　筒部７１は、側面がそれぞれ見付け方向および見込み方向を向くように配置されている
。また、板部７２は、板面が見付け方向を向くように配置されている。そして、筒部７１
と板部７２とは、それぞれの左側の面が面一となるように一体に形成されている。
【００２８】
　筒部７１には、室外１３側の面に断面形状が略Ｌ字状に形成され、室内側形材５Ａの第
１樹脂カバー係止片５５に係止される第１被係止部７３が突設されている。第１被係止部
７３は、筒部７１の室外１３側の面から室外１３側に突出する見込み片７３ａと、この見
込み片７３ａの室外１３側の端部から左側に突出する見付け片７３ｂと、を有している。
筒部７１と見付け片７３ｂの間には、空部７３ｃが形成されている。
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　また、筒部７１には、室外１３側の面に室内側形材５Ａ（室外１３側）に向かって突出
する突出片７４が設けられている。
【００２９】
　板部７２には、右側の面の室外１３側の端部に、板状に形成されて室内側形材５Ａの第
２樹脂カバー係止片５６に係止される第２被係止片７５が突設されている。第２被係止片
７５は、板部７２から右側に延びる見付け片７５ａと、見付け片７５ａの先端部から室内
１４側に向かって突出する爪部７５ｂと、を有している。
【００３０】
　また、第２被係止片７５の見付け片７５ａは、室外１３側の面が、室外側サッシ障子３
Ａの召合外框３４の樹脂カバー材３４ａと対向している。ここで、召合外框３４について
説明すると、召合外框３４は、室外１３側に位置しアルミニウムを材料として形成された
形材３４ｂと、室内１４側に位置する樹脂カバー材３４ａと、を有している。なお、上述
した室外側サッシ障子３Ａの煙返し部の見付け片８１は、形材３４ｂに連結されている。
　そして、第２被係止片７５の見付け片７５ａには、室外１３側の面から室外１３側に突
出し、先端部が召合外框３４の樹脂カバー材３４ａと当接またはわずかな隙間をあけて離
間する突起部７５ｃが、召合内框３３Ａの略全高さにわたって設けられている。
　このような突起部７５ｃは、その室外１３側（召合外框３４側）と室内１４側とを区分
して、室外１３側と室内１４側とを断熱している。
【００３１】
　また、板部７２には、右側の面に室内側形材５Ａ（右側）に向かって突出する複数の突
出片７６，７６…が設けられている。
　そして、筒部７１の第１被係止部７３の見付け片７３ｂが、室内側形材５Ａの基部５１
Ａと第１樹脂カバー係止片５５の見付け片５５ｂとの間の空部５５ｃに嵌合し、第１樹脂
カバー係止片５５の見付け片５５ｂが、筒部７１と第１被係止部７３の見付け片７３ｂと
の間の空部７３ｃに嵌合するとともに、板部７２の第２被係止片７５の爪部７５ｂが第２
樹脂カバー係止片５６に係止されると、樹脂カバー材７が室内側形材５Ａに係止されるよ
うに構成されている。
　このとき、筒部７１の突出片７４の先端部が室内側形材５Ａの室内１３側の面と当接し
、板部７２の突出片７６，７６…の先端部が室内側形材５Ａの左側の面と当接している。
【００３２】
　また、筒部７１は、見付け方向の寸法が室内側形材５Ａの見付け方向の寸法よりも大き
く形成され、右側の面が室内側形材５Ａの基部５１Ａの右側の面よりも右側に位置してい
る。
　これにより、室内側形材５Ａの基部５１Ａの右側には、室外側形材４Ａの煙返し部４２
の第２見付け片４４と樹脂カバー材７の筒部７１の右側の端部近傍の部分とに挟まれた溝
状の空間８２が形成されている。そして、この空間８２には、室内側サッシ障子３Ｂのガ
ラス３６が嵌合するように構成されている。
【００３３】
　次に、上述した第１実施形態によるサッシ１Ａの作用・効果について図面を用いて説明
する。
　第１実施形態によるサッシ１Ａによれば、室外側形材４Ａの断面形状が、室内側形材５
Ａの断面形状よりも小さいことにより、室内外の温度差によって室外側形材４Ａが膨張し
、室内側形材５Ａが収縮する際に、室外側形材４Ａが膨張する力の方が、室内側形材５Ａ
が収縮する力よりも大きくなるため、室外側形材４Ａの膨張に室内側形材５Ａを追従させ
ることができる。これにより、室外側形材４Ａが反ることを防止できる。
【００３４】
　また、室外側形材４Ａの断面形状が、室内側形材５Ａの断面形状よりも小さいことによ
り、室外側形材４Ａの断面形状と室内側形材５Ａの断面形状とが同じ場合や、室外側形材
４Ａの断面形状が室内側形材５Ａの断面形状よりも大きい場合と比べて、室外１３の冷温
が、室外側形材４Ａを介して室内側形材５Ａへ伝わりにくい構造となるため、召合内框３
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３Ａにおいて効率よく室内外を断熱できるとともに、室内１４の結露を防止できる。
【００３５】
　また、室外側形材４Ａは、煙返し部４２であることにより、煙返し部４２である室外側
形材４Ａの断面形状と、煙返し部４２以外となる室内側形材５Ａの断面形状との大きさの
差を大きくできるため、室内外の温度差が大きく室内側形材５Ａが膨張した際に、この膨
張に室外側形材４Ａをより追従させることができ、室内側形材５Ａが反ることを防止でき
る。
【００３６】
　第１断熱ブリッジ材６Ａおよび第２断熱ブリッジ材６Ｂは、室外側形材４Ａと室内側形
材５Ａとの間に２つ設けられていることにより、室外側形材４Ａと室内側形材５Ａとの連
結部分となるため、室外側形材４Ａと室内側形材５Ａとを確実に連結できる。
【００３７】
（第２実施形態）
　次に、第２実施形態について、添付図面に基づいて説明するが、上述の第１実施形態と
同一又は同様な部材、部分には同一の符号を用いて説明を省略し、第１実施形態と異なる
構成について説明する。
　図４に示すように、第２実施形態によるサッシ１Ｂは、召合内框３３Ｂの室外側形材４
Ｂおよび室内側形材５Ｂの水平断面形状が、図３に示す第１実施形態による召合内框３３
Ａの室外側形材４Ａおよび室内側形材５Ａと異なり、室外側形材４Ｂと室内側形材５Ｂと
が見付け方向に対して斜めに対向し、対向する室外側形材４Ｂと室内側形材５Ｂとの間に
１つの第３断熱ブリッジ材６Ｃ（６）が設けられている。
　室外側形材４Ｂは、室内側形材５Ｂに対して右側かつ室外１３側の斜めの位置に配置さ
れている。なお、召合内框３３Ｂの各部材を形成する材料や、樹脂カバー材７、室内側形
材５Ｂが樹脂カバー材７を係止する形態については第１実施形態と同様のものとして以下
説明する。
【００３８】
　室外側形材４Ｂは、水平断面が中実であるとともに室内側形材５Ｂと対向する側に左側
から右側に向かって漸次室外１３側から室外１３側に向かう斜めの面４ａが形成された基
部４１Ｂと、基部４１Ｂに突設され第１実施形態と同様に煙返し部４２を構成する第１見
付け片４３および第２見付け片４４と、を有している。
　基部４１Ｂには、室内側形材５Ｂと対向する側に断面形状が略Ｃ字状の溝部４７が形成
されて、この溝部４７の内部に第３断熱ブリッジ材６Ｃが嵌合するように構成されている
。溝部４７の両側部４８，４８には、他方の側部４８側に突出する爪部４８ａ，４８ａが
形成されていて、溝部４７の両側部４８，４８が第３断熱ブリッジ材６Ｃをかしめて挟持
するように構成されている。
【００３９】
　室内側形材５Ｂは、水平断面が中空の部材で、室外側形材４Ｂと対向する側に左側から
右側に向かって漸次室外１３側から室内１４側に向かう斜めの面５ａが形成された基部５
１Ｂを有している。
　基部５１Ｂには、室外側形材４Ｂと対向する側に断面形状が略Ｃ字状の溝部５７が形成
されて、この溝部５７の内部に第３断熱ブリッジ材６Ｃが嵌合するように構成されている
。溝部５７の両側部５８，５８には、他方の側部５８側に突出する爪部５８ａ，５８ａが
形成されていて、溝部５７の両側部５８，５８が第３断熱ブリッジ材６Ｃをかしめて挟持
するように構成されている。
【００４０】
　第２実施形態においても、第１実施形態と同様に、室内側形材５Ｂは、室外側形材４Ｂ
よりも大きな断面形状に形成されている。また、室内側形材５Ｂを形成する材料（本実施
形態ではアルミニウム）の質量および体積は、室外側形材４Ｂを形成する材料の質量およ
び体積よりも大きくなるように構成されている。
　また、第３断熱ブリッジ材６Ｃは、第１実施形態による第１断熱ブリッジ材６Ａおよび
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第２断熱ブリッジ材６Ｂと同様に、室外側形材４Ｂと室内側形材５Ｂとを連結し、室外側
形材４Ｂ、室内側形材５Ｂ、第３断熱ブリッジ材６Ｃは一体化している。
【００４１】
　また、第２実施形態では、樹脂カバー材７の板部７２の室外１３側の端部に、第１実施
形態による第２被係止片７５に設けられた突起部７５ｃ（図３参照）と同様の突起部７５
ｄが設けられている。この突起部７５ｄも、先端部が召合外框３４の樹脂カバー材３４ａ
と当接またはわずかな隙間をあけて離間しており、その室外１３側（召合外框３４側）と
室内１４側とを区分して、室外１３側と室内１４側とを断熱している。
【００４２】
　第２実施形態によるサッシ１Ｂによれば、第１実施形態と同様の効果を奏するとともに
、第３断熱ブリッジ材６Ｃを、見込み方向に対して斜めに対向する室外側形材４Ｂと室内
側形材５Ｂとの間に設けることができるため、室外側形材４Ｂの断面形状の大きさと室内
側形材５Ｂの断面形状の大きさとの差が大きく、また、室外側形材４Ｂと室内側形材５Ｂ
とが見込み方向に対向する部分が小さい場合も、室外側形材４Ｂおよび室内側形材５Ｂに
見込み方向に対して斜めに対向する部分があれば第３断熱ブリッジ材６Ｃを設けることが
できる。
【００４３】
　また、室外側形材４Ｂと室内側形材５Ｂとの間の断熱ブリッジ材が、１つの第３断熱ブ
リッジ材６Ｃであることにより、室外側形材４Ｂと室内側形材５Ｂとの間に複数の断熱ブ
リッジ材が設けられている場合と比べて、室外側形材４Ｂから室内側形材５Ｂへ室外１３
の冷温が伝わりにくい構造とすることができる。
【００４４】
　以上、本発明によるサッシの実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形態に
限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　例えば、上記の実施形態では、サッシ１Ａ，１Ｂは、引違窓のサッシとしているが、上
げ下げ窓のサッシとしてもよい。なお、上げ下げ窓の場合、サッシ１Ａ，１Ｂの各部材が
、本実施形態の上下方向が見付け方向となり、見付け方向が上下方向となるように配置さ
れていればよい。
　また、上記の実施形態では、サッシ１Ａ，１Ｂは、アルミニウムと樹脂の複合サッシで
あるが、複合サッシ以外の例えばアルミニウムなどの金属製のサッシなどでもよい。金属
製のサッシの場合は、樹脂カバー材７が設けられていない構成としてもよい。
　また、室外側形材４Ａ，４Ｂおよび室内側形材５Ａ，５Ｂは、アルミニウム以外の金属
などを材料として形成されていてもよい。
【００４５】
　また、上記の実施形態では、室外側形材４Ａ，４Ｂは、煙返し部４２であるが、室外側
形材４Ａ，４Ｂの断面形状が室内側形材５Ａ，５Ｂの断面形状よりも小さければ、煙返し
部４２Ｂ以外の部材が含まれていてもよい。
【００４６】
　また、上記の第１実施形態では、断熱ブリッジ材６が２つ設けられ、第２実施形態では
、断熱ブリッジ材６が１つ設けられているが、断熱ブリッジ材６が設けられる数は１つ以
上であれば適宜設定されてよい。
【００４７】
　また、上記の実施形態では、室外側形材４Ａ，４Ｂおよび室内側形材５Ａ，５Ｂは、そ
れぞれ断熱ブリッジ材６をかしめて挟持し、これにより室外側形材４Ａ，４Ｂおよび室内
側形材５Ａ，５Ｂと断熱ブリッジ材６とが係合しているが、室外側形材４Ａ，４Ｂおよび
室内側形材５Ａ，５Ｂと断熱ブリッジ材６との係合の形態は適宜設定されてよい。
　また、召合内框３３Ａ，３３Ｂは、室外側形材４Ａ，４Ｂと室内側形材５Ａ，５Ｂとの
間に断熱ブリッジ材６が設けられていて、室外側形材４Ａ，４Ｂの断面形状が室内側形材
５Ａ，５Ｂの断面形状よりも小さければ、上記以外の構成であってもよい。
【符号の説明】
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【００４８】
　１Ａ，１Ｂ　サッシ
　３Ａ　室外側サッシ障子
　３Ｂ　室内側サッシ障子
　４Ａ，４Ｂ　室外側形材
　５Ａ，５Ｂ　室内側形材
　６，６Ａ　第１断熱ブリッジ材（断熱ブリッジ材）
　６，６Ｂ　第２断熱ブリッジ材（断熱ブリッジ材）
　６，６Ｃ　第３断熱ブリッジ材（断熱ブリッジ材）
　７　樹脂カバー材
　１３　室外
　１４　室内
　３３Ａ，３３Ｂ　召合内框
　４２　煙返し部

【図１】 【図２】
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